
富士見町教会を会場に

日本基督教団のこれからを考える
宣教方策会議 2020年度　

伝
道
局
規
定
な
ど
に
関
心

発
題 

①

　
宣
教
方
策
会
議
が
、
2
月

24
・
25
日
、
富
士
見
町
教
会

で
、「
日
本
基
督
教
団
の
こ

れ
か
ら
を
考
え
る
～
伝
道
推

進
と
機
構
改
定
」
と
の
主
題

で
行
わ
れ
た
。
教
区
の
代
表

者
、
報
告
・
発
題
者
、
教
団

関
係
者
等
、
69
名
が
参
加
し

た
。

　
一
日
目
、
主
題
に
つ
い
て

の
教
区
議
長
報
告
を
、
東
北

教
区
・
保
科
隆
議
長
、
関
東

教
区
・
福
島
純
雄
議
長
、
西

東
京
教
区
・
願
念
望
議
長
、

大
阪
教
区
・
有
澤
慎
一
議
長
、

九
州
教
区
・
日
下
部
遣
志
議

長
が
行
っ
た
。

　
東
北
、
西
東
京
、
九
州
教

区
は
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
教

区
の
現
状
報
告
に
重
き
が
置

か
れ
、
関
東
、
大
阪
教
区
は

教
団
機
構
改
定
へ
の
要
望
に

重
き
が
置
か
れ
た
。

　
前
者
、
現
状
報
告
を
し
た

3
教
区
か
ら
は
、
そ
れ
ぞ
れ

の
教
区
の
伝
道
の
労
苦
と
課

題
と
そ
れ
に
向
き
合
う
工
夫

が
報
告
さ
れ
た
。
東
北
、
九

州
は
、
ど
う
し
て
も
都
市
部

の
教
会
に
信
徒
が
集
中
し
て

し
ま
い
、
教
区
の
中
で
も
教

会
間
の
格
差
が
存
在
す
る
こ

と
、
広
範
囲
に
及
ぶ
教
区
の

中
の
教
会
・
伝
道
所
を
、
孤

立
さ
せ
ず
に
ど
の
よ
う
に
繋

い
で
い
く
か
の
課
題
が
あ
る

中
で
、
兼
務
、
代
務
体
制

で
、
多
く
の
教
職
が
、
複
数

の
教
会
・
伝
道
所
の
責
任
を

担
い
な
が
ら
奉
仕
し
て
い
る

こ
と
が
、
ま
た
、
東
北
、
西

東
京
か
ら
は
、
教
区
で
も
各

種
委
員
会
の
委
員
数
の
削
減

や
、
委
員
会
の
開
催
回
数
を

減
ら
す
等
、
規
模
を
縮
小
す

る
方
向
で
の
機
構
改
定
が
行

わ
れ
て
い
る
こ
と
が
報
告
さ

れ
た
。

　
後
者
、
教
団
機
構
改
定
へ

の
要
望
に
重
き
を
置
い
た

関
東
、
大
阪
教
区
か
ら
共

通
し
て
出
さ
れ
た
の
が
、
教

団
機
構
改
定
の
今
後
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
関
す
る
危
惧
で

あ
る
。
現
時
点
で
教
団
が
想

定
を
し
て
い
る
次
期
教
団
総

会
に
議
案
を
提
出
す
る
の
は

急
ぎ
過
ぎ
で
は
な
い
の
か
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
関
東
は

常
置
委
員
会
レ
ベ
ル
で
の
話

し
合
い
ま
で
は
行
い
、
そ
の

上
で
の
報
告
で
あ
っ
た
が
、

大
阪
で
は
そ
こ
ま
で
た
ど
り

組
織
改
定
の
見
通
し
拙
速

教
区
議
長
報
告

　
一
日
目
後
半
に
、
伝
道
推

進
基
本
方
針
展
開
検
討
小
委

員
会
の
岸
俊
彦
委
員
長
、
機

構
改
定
検
討
小
委
員
会
の
久

世
そ
ら
ち
委
員
長
、
全
国
教

会
婦
人
連
合
の
守
安
久
美
子

常
任
委
員
が
発
題
を
行
っ

た
。
岸
委
員
長
は
2
月
の
常

議
員
会
で
報
告
し
た
内
容
を

な
ぞ
り
つ
つ
、
同
小
委
員
会

が
基
本
方
針
に
添
っ
た
活
動

を
「
と
に
も
か
く
に
も
進
め

て
い
る
」
と
述
べ
た
。

　
久
世
そ
ら
ち
委
員
長
も
、

教
団
機
構
改
定
に
関
す
る
教

規
変
更
案
や
改
定
後
の
機
構

図
案
等
、
2
月
の
常
議
員
会

資
料
を
提
示
し
て
活
動
を
報

告
し
た
。
同
小
委
員
会
は
、

外
部
団
体
・
個
人
へ
の
委
嘱

や
連
携
に
よ
る
機
構
の
縮
小

を
検
討
し
て
い
る
。
そ
の
よ

う
な
連
携
活
動
を
す
で
に
半

世
紀
以
上
行
っ
て
来
た
自
主

活
動
団
体
と
し
て
、
守
安
常

任
委
員
が
全
国
教
会
婦
人
会

連
合
の
歴
史
と
組
織
・
運
営
、

活
動
を
紹
介
し
た
。

　
守
安
常
任
委
員
は
「
伝
道

推
進
基
本
方
針
が
掲
げ
る
祈

祷
・
信
徒
・
献
金
運
動
は
、

ま
さ
に
婦
人
会
連
合
が
こ
れ

ま
で
歩
ん
で
来
た
道
」
で
あ

る
と
述
べ
、
改
定
後
も
連
帯

の
豊
か
さ
と
喜
び
を
持
っ
て

教
団
と
連
携
し
て
い
く
姿
勢

を
示
し
た
。
ま
た
、
連
合
の

活
動
が
負
担
金
で
は
な
く
、

信
仰
的
責
任
に
よ
る
自
主
献

金
で
支
え
ら
れ
て
い
る
こ
と

を
紹
介
し
て
、
機
構
改
定
の

主
課
題
で
あ
る
財
政
問
題
を

献
金
活
動
で
乗
り
越
え
る
可

能
性
を
示
唆
し
た
。

　
質
疑
で
は
、
機
構
改
定
検

討
小
委
員
会
へ
の
質
問
が
相

次
い
だ
。
伝
道
局
規
定
の
素

案
作
成
状
況
、
教
区
が
す
で

に
構
築
し
て
い
る
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
活
用
の
可
能
性
、
各

教
区
の
総
会
議
員
数
割
り
振

り
の
妥
当
性
、
新
機
構
の
中

で
戒
規
を
扱
う
教
師
委
員
会

が
総
務
局
の
中
に
位
置
づ
け

ら
れ
る
こ
と
の
妥
当
性
に
つ

い
て
質
問
が
あ
っ
た
。

　
久
世
委
員
長
は
、
そ
れ
ぞ

れ
を
検
討
中
で
あ
る
と
回
答

し
た
上
で
、
当
小
委
員
会
の

職
務
は
、
常
議
員
会
が
次
期

教
団
総
会
に
提
出
す
る
機
構

改
定
の
具
体
的
原
案
を
作
成

す
る
実
務
に
あ
り
、
機
構
改

定
に
臨
む
教
団
の
方
向
性
の

確
立
を
目
標
と
は
し
て
い
な

い
の
で
、
質
問
が
方
向
性
を

示
す
回
答
や
ビ
ジ
ョ
ン
の

提
示
を
期
待
し
て
い
る
の
な

ら
、
そ
れ
に
は
応
じ
き
れ
な

い
と
述
べ
、
小
委
員
会
の
立

場
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
教
団
の
方
向
性
や
、
機
構

改
定
後
の
教
団
全
体
像
を
ど

う
描
い
て
い
る
か
に
つ
い
て

は
、
二
つ
の
小
委
員
会
に
さ

ら
に
質
問
が
あ
り
、
ビ
ジ
ョ

ン
な
し
に
機
構
改
定
を
進
め

る
の
は
困
難
と
の
意
見
が
出

さ
れ
た
。
教
団
が
直
面
す
る

財
政
危
機
を
乗
り
越
え
る
た

め
に
は
、
財
政
課
題
を
伝
道

推
進
活
動
か
ら
切
り
分
け
て

簡
潔
か
つ
集
中
的
に
取
り
組

む
べ
き
と
の
意
見
も
あ
っ

た
。
沖
縄
教
区
の
参
加
が
な

い
現
状
の
ま
ま
協
議
を
続
け

る
こ
と
を
憂
慮
す
る
声
も
聞

か
れ
、
様
々
な
角
度
か
ら
今

後
の
課
題
が
示
さ
れ
た
。

（
原
田
裕
子
報
）

常
設
専
門
委
員
会
か
ら
発
題

発
題 

②
・
全
体
会

　
宣
教
方
策
会
議
二
日
目
、

伝
道
、
教
育
、
社
会
、
三
つ

の
常
設
専
門
委
員
会
か
ら
の

発
題
が
あ
っ
た
。

　
古
屋
治
雄
伝
道
委
員
長

は
、
機
構
改
定
に
関
し
て
、

現
在
、
様
々
な
レ
ベ
ル
で
な

さ
れ
て
い
る
資
金
援
助
に
つ

い
て
、
全
体
的
な
整
合
性
を

踏
ま
え
見
通
し
を
立
て
る
こ

と
の
大
切
さ
に
触
れ
た
他
、

教
規
の
変
更
案
が
伝
道
局
に

つ
い
て
の
規
定
を
別
規
定
と

し
て
い
る
こ
と
、
改
定
後
の

組
織
に
お
い
て
、
執
行
の
責

任
と
決
議
の
責
任
の
混
乱
が

見
ら
れ
る
こ
と
な
ど
改
善
点

を
指
摘
し
た
。
ま
た
、
活
動

の
縮
小
化
を
恐
れ
ず
に
改
定

に
当
た
る
こ
と
、
ト
ッ
プ
ダ

ウ
ン
で
は
な
く
諸
教
会
か
ら

生
ま
れ
て
来
る
伝
道
の
力
を

結
集
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
と
述
べ
た
。

　
増
田
将
平
教
育
委
員
長

は
、
教
育
委
員
会
の
活
動
を

報
告
し
た
上
で
、
課
題
と
し

て
、
①
「
教
育
」
に
つ
い
て

共
通
理
解
を
持
つ
こ
と
、
②

青
年
伝
道
の
た
め
の
部
署
を

設
置
す
る
こ
と
、
③
教
区
の

課
題
を
共
有
す
る
場
と
し
て

の
青
年
担
当
者
会
と
教
育
担

当
者
会
が
大
切
で
あ
る
こ

と
、
④
委
員
の
継
続
性
が
保

た
れ
る
こ
と
、
⑤
キ
リ
ス
ト

教
学
校
と
の
連
携
が
不
可
欠

で
あ
る
こ
と
な
ど
を
指
摘
し

た
。

　
森
下
耕
社
会
委
員
長
は
、

社
会
委
員
会
の
活
動
を
「
報

告
、
学
習
、
協
議
、
実
践
」

と
類
型
化
し
た
上
で
、
改
定

に
よ
る
ス
リ
ム
化
で
、
常
設

委
員
会
が
持
っ
て
い
る
「
協

議
的
性
格
」
が
損
な
わ
れ
る

可
能
性
が
あ
る
こ
と
、ま
た
、

社
会
委
員
会
が
担
っ
て
い
る

広
範
な
範
囲
の
フ
ォ
ロ
ー
、

多
発
す
る
災
害
へ
の
取
り
組

み
な
ど
が
充
分
に
出
来
な
く

な
る
こ
と
に
懸
念
を
示
し

た
。

　
3
委
員
会
か
ら
の
発
題
の

後
、
分
団
、
昼
食
を
挟
み
、

午
後
、全
体
会
が
行
わ
れ
た
。

　
沖
縄
教
区
が
距
離
を
置
い

て
い
る
中
で
の
改
定
に
疑
義

を
呈
し
、「
沖
縄
の
選
出
の

議
員
数
は
減
ら
す
べ
き
で
は

な
い
」と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

石
橋
秀
雄
教
団
議
長
は
、「
沖

縄
の
中
に
教
団
と
の
関
係
に

つ
い
て
様
々
な
意
見
が
あ

り
、
沖
縄
の
決
断
を
見
守
る

し
か
な
い
」
と
述
べ
た
。

　
戒
規
を
扱
う
教
師
委
員
会

が
総
務
局
の
中
に
位
置
づ
け

ら
れ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
、「
審
査
委
員
会
の
働
き

を
担
っ
て
い
る
以
上
、
独
立

さ
せ
た
ほ
う
が
良
い
」
と
の

意
見
が
あ
っ
た
。
黒
田
若
雄

四
国
教
区
議
長
が
「
戒
規
委

員
会
を
置
く
と
し
た
ら
総
合

的
な
議
論
が
必
要
」
と
述
べ

た
他
、
久
世
そ
ら
ち
副
議
長

は
、「
戒
規
を
担
う
委
員
会

を
独
立
さ
せ
、
他
の
教
師
の

こ
と
を
担
う
部
分
と
分
割
す

る
こ
と
は
、
今
回
、
出
来
る

範
囲
で
は
な
い
」と
述
べ
た
。

　
伝
道
局
の
内
容
が
明
確
に

さ
れ
て
い
な
い
と
の
意
見

に
対
し
て
、
石
橋
議
長
は

伝
道
推
進
と
機
構
改
定
の

結
び
つ
き
を
強
調
し
つ
つ
、

今
後
の
進
め
方
に
つ
い
て

「
2
0
2
0
年
の
総
会
に
お

い
て
は
教
団
総
会
議
員
数
の

削
減
の
可
決
に
集
中
し
、
伝

道
局
に
つ
い
て
は
枠
を
造
っ

た
上
で
、
更
に
議
論
を
進
め

て
行
く
」
と
の
方
向
性
を
示

し
た
。

（
新
報
編
集
部
報
）

着
い
て
い
な
い
ゆ
え
、
今
回

の
意
見
は
議
長
の
個
人
的
見

解
で
あ
る
と
の
断
り
が
あ
っ

た
。

　
ま
た
、
こ
れ
も
両
教
区
共

通
で
あ
る
が
、
今
回
の
機
構

改
定
に
あ
た
っ
て
、
教
団
が

ど
う
い
う
教
団
を
目
指
す
の

か
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
す
べ

き
、
更
に
、
中
央
集
権
的
に

な
る
の
で
は
な
く
、
も
っ
と

教
区
に
委
ね
る
べ
き
こ
と
が

あ
る
の
で
は
と
い
う
意
見
が

出
さ
れ
た
。

　
報
告
を
行
っ
た
ど
の
教
区

か
ら
も
、
教
区
の
現
状
の
厳

し
さ
が
聞
か
れ
た
。
い
ず
れ

の
教
区
も
、
機
構
改
定
に

よ
っ
て
教
区
の
活
動
が
豊
か

に
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

た
。

（
小
林
信
人
報
）

伝道推進について語る岸委員長 
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教
師
検
定
試
験
公
告

　
2
0
2
0
年
秋
季
教
師
検
定
試
験
を
左
記
の
要
領
で
行
い

ま
す
。

一
、
受
験
要
綱
の
申
し
込
み

　
受
験
要
綱
と
教
団
指
定
の
願
書
用
紙
は
1
6
0
円
切
手

を
同
封
し
、
正
教
師
受
験
志
願
者
か
補
教
師
（
Ａ
、
Ｂ
、

Ｃ
コ
ー
ス
の
別
も
）
受
験
志
願
者
か
を
明
記
し
た
上
、

封
書
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

二
、
受
験
願
書
の
提
出

　
　
受
験
願
書
と
必
要
書
類
を
整
え
て
、
受
験
料
と
と
も
に

所
属
教
区
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

①
教
区
締
切
　
2
0
2
0
年
5
月
29　
　日
（
金
）

　（
教
区
に
よ
り
締
切
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
教
区
事
務

所
に
確
認
し
て
く
だ
さ
い
）

②
教
団
締
切
　
2
0
2
0
年
6
月
25
　日
（
木
）

　（
各
教
区
か
ら
教
師
検
定
委
員
会
に
提
出
す
る
際
の
締

切
で
す
）

　
＊
受
験
料
は
正
教
師
1
万
3
千
円
、
補
教
師
1
万
円
。

三
、
正
教
師
「
説
教
」「
釈
義
」
の
課
題
テ
キ
ス
ト

　
①
旧
約
　
サ
ム
エ
ル
記
下
12
章
1
～
17
節

　
②
新
約
　
エ
フ
ェ
ソ
の
信
徒
へ
の
手
紙
2
章
1
～
10
節

四
、
正
教
師
の
「
神
学
論
文
」
の
課
題

　
　『
今
日
に
お
け
る
宣
教
の
課
題
』に
、「
特
に
〜
を
め
ぐ
っ

て
」
と
い
う
副
題
を
つ
け
、
ご
自
分
の
伝
道
・
牧
会
を

ふ
ま
え
て
神
学
的
に
論
述
し
て
く
だ
さ
い
。

五
、
正
教
師
の
「
組
織
神
学
」
の
課
題

　
　
三
位
一
体
の
各
位
格
（
父
・
子
・
聖
霊
）
と
そ
れ
ぞ
れ

の
関
係
に
つ
い
て
、
組
織
神
学
的
に
論
じ
て
く
だ
さ
い
。

六
、
補
教
師
「
説
教
」「
釈
義
」
の
課
題
テ
キ
ス
ト
　

　
①
旧
約
　
エ
レ
ミ
ヤ
書
31
章
27
～
34
節

　
②
新
約
　
ペ
ト
ロ
の
手
紙
一 

2
章
1
～
10
節

＊
コ
ー
ス
に
よ
っ
て
「
説
教
」「
釈
義
」
の
提
出
内
容
が

異
な
り
ま
す
の
で
、
必
ず
受
験
要
綱
で
ご
確
認
く
だ

さ
い
。

七
、
補
教
師
（
Ｃ
Ⅲ
コ
ー
ス
）
の
牧
会
学
の
課
題

　
　『
牧
会
と
は
何
か
』
に
つ
い
て
神
学
的
に
論
述
し
て
く

だ
さ
い
。

八
、
提
出
物
締
切
に
つ
い
て

　
　
当
委
員
会
へ
の
提
出
締
切
日
は
、「
説
教
」「
釈
義
」「
神

学
論
文
」「
組
織
神
学
」「
牧
会
学
」
全
て
2
0
2
0
年

6
月
26
日
（
金
）
午
前
必
着
で
す
。

九
、
学
科
試
験
・
面
接
試
験
に
つ
い

　
　
学
科
試
験
は
9
月
15
日（
火
）、面
接
は
9
月
16
日（
水
）、

17
日
（
木
）
に
大
阪
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー
に
お
い

て
実
施
し
ま
す
。
詳
細
は
受
験
志
願
者
に
通
知
い
た
し

ま
す
。
不
明
な
点
は
直
接
、
当
委
員
会
へ
お
問
い
合
せ

く
だ
さ
い
。

　
　
2
0
2
0
年
3
月
28
日日

本
基
督
教
団
教
師
検
定
委
員
会

　
　
　
〒
1
6
9

－

0
0
5
1

　
　
　
東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
2

－

3

－

18

－

31

　
　
　
電
話
　
0
3

－

3
2
0
2

－

0
5
4
6

　
公
告

　
教
師
検
定
委
員
会
で
は
、
教
師
検
定
規
則
第
6
条
⑥

に
基
づ
き
、同
規
則
第
3
条
6
号
対
象
者（
所
謂
Ｃ
コ
ー

ス
受
験
者
）
に
対
す
る
認
定
面
接
を
左
記
の
よ
う
に
実

施
し
ま
す
。
2
0
2
1
年
春
季
試
験
以
降
に
新
た
に
Ｃ

コ
ー
ス
受
験
を
志
願
さ
れ
る
方
は
、
本
委
員
会
の
指
定

し
た
書
類
を
2
0
2
0
年
7
月
15
日
（
水
）
ま
で
に
ご

提
出
い
た
だ
き
、
左
記
日
程
の
面
接
に
ご
出
席
く
だ
さ

い
。
な
お
、
面
接
要
領
・
提
出
書
類
用
紙
に
つ
い
て
は
、

百
円
切
手
を
同
封
の
上
、
本
委
員
会
事
務
局
に
直
接
お

申
込
み
く
だ
さ
い
。

★
認
定
面
接

　
日
時
　
2
0
2
0
年
9
月
17　
日（
木
）15　
時
～（
予
定
）

　
場
所
　
大
阪
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
セ
ン
タ
ー

　
な
お
、
認
定
面
接
予
定
者
に
は
、
書
類
受
付
後
、
案

内
通
知
を
送
付
し
ま
す
。

　
　
2
0
2
0
年
3
月
28
日

日
本
基
督
教
団
教
師
検
定
委
員
会

　
　
〒
1
6
9

−

0
0
5
1

　
　
　
東
京
都
新
宿
区
西
早
稲
田
2

−

3

−

18

−

31

　
　
　
電
話
　
0
3

−

3
2
0
2

−

0
5
4
6

2020年春季・補教師検定試験問題
教憲教規および諸規則・宗教法人法

（60分）（Ａ，Ｂ，ＣⅢ）
　次の2題に答えてください。
1.以下の2点について簡潔に答えてください。

⑴教憲第9条によると、日本基督教団の教師
は正教師と補教師の二種類があります。な
ぜ二通りに分けられているのか、教団成立
時の歴史的経緯を踏まえた上で説明してく
ださい。また、これに関して現在の教会現
場で考えるべきこととは何か述べてくださ
い。

⑵教会担任教師が行なう教務ならびに事務つ
いて、該当する教規を示しながら説明して
ください。

2.宗教法人法における「宗教団体」とは、どの
ようなものですか。また宗教法人となった宗
教団体は、何を目的として宗教法人法による
法律上の能力が与えられているのか記してく
ださい。

旧約聖書神学（60分）（Ｂ，ＣⅢ）
　次の3つの語句について、2つを選んで聖書箇
所を挙げながら説明してください。
1.旧約聖書の黙示思想
2.旧約聖書における法
3.知恵文学

新約聖書神学（60分）（Ｂ，ＣⅢ）
　次の2題を、新約聖書の聖書箇所をいくつか
挙げつつ、神学的に論じてください。
1.マタイによる福音書における律法について
2.新約聖書における復活について

志願者 52 名が受験

神
の
御
前
に
謙
遜
に
祈
り
求
め
て
い
く
課
題

新型ウイルスの報道がなされる中で

　
2
0
2
0
年
春
季
教
師

検
定
試
験
が
2
月
25
～
27

日
、
東
京
を
会
場
と
し
て

行
わ
れ
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
蔓
延
す
る
中
で
、
細
心
の
注
意
を
払
い

な
が
ら
、
受
験
志
願
者
も
教
師
検
定
委
員

も
臨
み
ま
し
た
。
主
に
守
ら
れ
て
、
受
験

志
願
者
52
名
全
員
が
筆
記
・
面
接
試
験
を

受
験
さ
れ
ま
し
た
。
教
師
検
定
試
験
は
、

「
伝
道
者
と
し
て
の
召
命
」
を
問
う
試
験

で
す
。
あ
ら
ゆ
る
世
代
の
人
々
に
、
あ
ら

ゆ
る
状
況
の
人
々
の
魂
に
向
か
っ
て
、
生

け
る
御
言
葉
を
語
る
た
め
に
、
必
要
不
可

欠
な
神
学
を
身
に
着
け
て
い
る
か
ど
う
か

を
確
認
す
る
試
験
で
す
。
一
人
一
人
の
受

験
志
願
者
が
誠
実
に
試
験
に
臨
み
、
伝
道

者
と
し
て
の
召
命
を
問
わ
れ
ま
し
た
。
献

身
者
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
今
日
に
あ
っ

て
、
主
は
日
本
基
督
教
団
に
、
新
た
に
52

名
の
伝
道
者
を
召
し
て
、
立
て
て
下
さ
っ

て
お
ら
れ
る
こ
と
に
、
畏
れ
と
感
謝
が
生

じ
ま
し
た
。

　
　
第
41
総
会
期
　
教
師
検
定
委
員
長

井
ノ
川
　
勝

講
　
評

　
2
0
2
0
年
2
月
25
～
27

日
の
日
程
で
、
教
団
会
議
室

を
会
場
に
、
2
0
2
0
年
春

季
教
師
検
定
試
験
が
開
催
さ

れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
の
蔓
延
の
報
道
が
な
さ
れ

る
中
、
注
意
喚
起
を
促
し
、

委
員
会
と
し
て
も
除
菌
対
策

な
ど
細
心
の
注
意
を
払
い
対

応
し
た
。
別
の
緊
張
感
を
強

い
ら
れ
る
こ
と
と
な
っ
た

が
、
受
験
者
に
体
調
不
良
者

が
出
る
こ
と
も
な
く
、
無
事

に
試
験
を
行
う
こ
と
が
で
き

た
こ
と
は
感
謝
で
あ
る
。

　
受
験
者
は
、
補
教
師
40
名

（
C
コ
ー
ス
受
験
者
含
む
）、

正
教
師
9
名
、
加
え
て
他
教

派
か
ら
の
教
師
転
入
審
査
の

た
め
の
受
験
者
3
名
だ
っ

た
。

　
教
師
検
定
試
験
は
礼
拝
か

2020年 春季教師検定試験春季教師検定試験

ら
始
ま
っ
た
。
補
教
師
試
験

の
提
出
試
験
の
課
題
と
な
っ

た
聖
書
箇
所
、
出
エ
ジ
プ
ト

記
3
章
よ
り
御
言
葉
に
聞
い

た
。「
わ
た
し
は
何
者
で
し
ょ

う
」
と
神
に
よ
り
頼
む
こ
と

の
で
き
な
い
者
に
な
お
神
は

語
り
か
け
て
く
だ
さ
る
と
説

教
で
は
語
ら
れ
た
。
受
験
者

は
、
教
師
と
し
て
の
召
命
を

「
わ
た
し
は
何
者
で
し
ょ
う
」

と
い
う
モ
ー
セ
の
声
に
聞
い

て
き
た
こ
と
を
思
い
起
こ
し

つ
つ
、
試
験
に
臨
む
こ
と
と

な
っ
た
。

　
提
出
試
験
の
説
教
・
釈
義

で
は
、
語
り
か
け
る
会
衆
が

見
え
な
い
説
教
が
散
見
さ
れ

た
。
補
教
師
の
受
験
者
が
中

心
で
、
こ
れ
か
ら
教
会
に
遣

わ
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
者
た

ち
で
あ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の

教
会
生
活
の
な
か
に
与
え
ら

れ
た
交
わ
り
を
思
い
起
こ
し

つ
つ
説
教
の
準
備
は
で
き
る

は
ず
で
あ
る
。
会
衆
不
在
の

説
教
は
聖
書
の
筋
書
き
の
説

明
に
終
始
す
る
も
の
も
多

く
、
説
教
者
自
身
が
届
け
た

い
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
不
明
瞭
な

も
の
も
少
な
く
な
か
っ
た
。

ま
た
罪
の
指
摘
も
表
面
的
に

留
ま
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

説
教
者
自
身
の
悔
い
改
め
と

共
に
、
十
字
架
の
恵
み
の
う

ち
に
立
ち
上
が
ら
さ
れ
る
言

葉
を
聞
き
取
る
こ
と
が
で
き

る
よ
う
こ
れ
か
ら
に
期
待
し

た
い
。

　
筆
記
試
験
の
「
教
憲
・
教

規
、
宗
教
法
人
法
」
で
は
、

教
憲
第
9
条
の
二
種
教
職
制

に
つ
い
て
教
団
の
成
立
時
の

歴
史
的
経
緯
を
ふ
ま
え
て
論

述
す
る
こ
と
を
求
め
た
。
し

か
し
教
団
成
立
に
対
す
る
知

識
の
不
足
ゆ
え
十
分
に
解
答

で
き
な
い
受
験
者
が
多
く

あ
っ
た
。
日
本
基
督
教
団
が

課
題
と
し
て
担
っ
て
き
た
二

種
教
職
制
に
つ
い
て
、
条
文

の
言
葉
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
な
ぜ
そ
の
よ
う
な
形
に

な
っ
て
い
る
か
そ
の
背
後
に

あ
る
出
来
事
も
含
め
て
深
く

学
ぶ
こ
と
を
求
め
た
い
。

　
教
師
検
定
試
験
で
は
面
接

も
試
験
と
し
て
位
置
づ
け
て

い
る
。
今
回
、
受
験
者
に
面

接
で
問
う
た
の
は
、
日
本
基

督
教
団
の
教
師
と
な
る
こ
と

に
つ
い
て
、
公
同
教
会
、
信

仰
告
白
、教
憲
・
教
規
、説
教
・

聖
礼
典
を
ふ
ま
え
て
召
命
を

論
じ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ

こ
で
明
ら
か
に
な
っ
た
の

は
、
公
同
教
会
に
対
す
る
理

解
が
不
十
分
な
こ
と
で
あ

る
。
公
同
の
「
公
（
お
お
や

け
）」
と
い
う
漢
字
の
意
味

だ
け
捉
え
て
、
だ
れ
に
で
も

開
か
れ
て
い
る
の
が
教
会
で

あ
る
と
い
う
こ
と
を
述
べ
た

受
験
者
が
少
な
か
ら
ず
あ
っ

た
。
公
同
教
会
に
対
す
る
理

解
の
不
足
は
、
自
分
に
与
え

ら
れ
た
召
命
を
語
る
言
葉
も

個
人
的
体
験
と
し
て
し
か
語

り
得
な
い
と
こ
ろ
に
も
現
れ

て
い
た
。
自
分
の
出
来
事
と

し
て
召
命
は
語
れ
る
が
、
神

の
客
観
的
出
来
事
の
中
に
自

分
が
お
か
れ
て
い
る
こ
と
に

思
い
が
至
ら
な
い
の
も
公
同

教
会
が
わ
か
ら
な
い
こ
と
に

起
因
す
る
と
思
わ
れ
る
。
自

分
の
遣
わ
さ
れ
る
教
会
に
仕

え
る
こ
と
が
、
日
本
基
督
教

団
と
い
う
教
会
、
そ
し
て
公

同
教
会
に
連
な
る
も
の
で
あ

る
こ
と
を
意
識
し
つ
つ
こ
れ

か
ら
の
歩
み
を
な
し
て
ほ
し

い
。
教
師
試
験
は
、
御
言
葉

を
宣
べ
伝
え
る
尊
い
務
め
に

仕
え
て
い
く
の
に
必
要
で
あ

る
こ
と
を
ふ
ま
え
て
行
わ
れ

て
い
る
。
試
験
の
合
否
以
上

に
、
神
の
御
前
に
謙
遜
に
祈

り
求
め
て
い
く
課
題
が
そ
れ

ぞ
れ
に
示
さ
れ
た
こ
と
を
覚

え
て
ほ
し
い
と
願
っ
て
い

る
。

　
な
お
試
験
終
了
後
か
ら
28

日
午
前
の
日
程
で
、
第
6
回

教
師
検
定
委
員
会
を
開
催
。

今
回
の
試
験
の
振
り
返
り
、

ま
た
2
0
2
0
年
秋
季
教
師

検
定
試
験
の
提
出
試
験
の
聖

書
箇
所
の
選
定
な
ど
準
備
を

始
め
た
。

（
清
藤
　
淳
報
）
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第
4
回
信
仰
職
制
委
員
会

が
、
2
月
18
・
19
日
に
全
委

員
と
秋
山
徹
総
幹
事
、
道
家

紀
一
担
当
幹
事
、
担
当
職
員

の
出
席
の
も
と
教
団
会
議
室

に
て
開
催
さ
れ
た
。

　
当
委
員
会
が
常
議
員
会
に

求
め
て
い
た
阿
部
洋
治
教
師

の
按
手
に
つ
い
て
、
第
6
回

常
議
員
会
に
て
「
常
議
員
会

と
し
て
何
ら
か
の
判
断
を
す

る
こ
と
」
が
適
当
で
な
い
と

い
う
結
論
が
出
さ
れ
た
。
そ

れ
を
受
け
、
協
議
の
結
果
、

次
の
通
り
答
申
す
る
こ
と
を

承
認
し
た
。

《
諮
問
》

　
関
東
教
区
常
置
委
員
会
、

お
よ
び
関
東
教
区
総
会
議
長

東
野
尚
志
よ
り

1
．教
規
1
2
4
条
①
に「
正

教
師
と
は
、
正
教
師
検
定
試

験
に
合
格
し
、
教
区
総
会
の

議
決
を
経
て
、
按
手
礼
を
領

し
た
も
の
と
す
る
」
と
規
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
こ
で
改

め
て
確
認
し
た
い
の
は
、
こ

の
た
び
の
阿
部
教
師
の
正
教

師
検
定
試
験
合
格
と
は
、
上

記
教
規
1
2
4
条
①
に
言
う

「
正
教
師
と
は
、
正
教
師
検

定
試
験
に
合
格
し
」
ま
で
の

状
態
を
満
た
し
た
も
の
と
し

て
解
し
て
よ
ろ
し
い
で
し
ょ

う
か
。

2
．
上
記
の
理
解
が
正
し
い

歳
。
石
川
県
生
ま
れ
。
64
年

東
京
聖
書
学
校
卒
業
。
同
年

よ
り
桜
ヶ
丘
、
如
鷲
、
小
松

川
、
男
鹿
、
恵
泉
教
会
を
牧

会
し
、
02
年
隠
退
。
遺
族
は

妻
・
伊
藤
ミ
サ
ヲ
さ
ん
。

木
原
葉
子
氏
（
カ
ナ
ダ
合
同

教
会
在
外
教
師
）

　
20
年
2
月
20
日
逝
去
、
55

歳
。
福
岡
県
生
ま
れ
。
96
年

日
本
聖
書
神
学
校
卒
業
。
97

年
よ
り
大
泉
、
深
川
教
会
、

カ
ナ
ダ
の
フ
レ
ー
ザ
ー
バ

レ
ー
日
系
人
教
会
、
カ
ナ
ダ

合
同
教
会
ギ
ル
モ
ア
パ
ー
ク

合
同
教
会
を
牧
会
。
遺
族
は

夫
・
三
田
旅
人
さ
ん
。

髙
橋
　
治
氏
（
隠
退
教
師
）

　
20
年
3
月
4
日
逝
去
、
89

歳
。
関
東
州
・
旅
順
市
生
ま

れ
。
57
年
東
京
神
学
大
学
大

学
院
卒
業
。
同
年
よ
り
名
古

　
教
区
活
動
と
は
直
接
関
係
の
な

い
話
に
な
る
が
、
今
私
は
ル
ツ
記

の
説
教
を
し
て
い
る
。
飢
饉
を
避

け
て
モ
ア
ブ
へ
と
避
難
し
た
ナ
オ

ミ
で
は
あ
る

が
、
そ
こ
で

夫
も
亡
く
し

二
人
の
息
子

に
も
先
立
た

れ
て
、「
自

分
は
神
様

に
よ
っ
て
う

つ
ろ
に
さ
れ

た
」
と
嘆
く
。
そ
ん
な
ナ
オ
ミ
が
、

全
く
血
の
つ
な
が
り
な
ど
な
い
息

子
の
妻
ル
ツ
と
の
絆
を
起
点
と
し

て
、
空
っ
ぽ
で
は
な
く
な
っ
て
い

く
と
い
う
の
が
こ
の
物
語
で
あ
る

が
、
そ
の
大
切
な
契
機
に
な
っ
て

い
る
の
は
ル
ツ
が
落
ち
穂
拾
い
を

す
る
こ
と
で
あ
る
。
人
様
が
も
は

や
拾
い
も
し
な
い
落
ち
穂
を
集
め

て
生
き
て
い
こ
う
と
す
る
。
そ
れ

が
す
べ
て
の
ス
タ
ー
ト
な
の
だ
。

　
私
は
こ
の
物
語
を
通
し
て
、
私

た
ち
に
も
落
ち
穂
拾
い
を
す
る

フ
ィ
ー
ル
ド
は
ど
こ
に
で
も
あ
る

の
だ
と
教
え
ら
れ
た
。
そ
れ
は
世

の
人
々
が
見
向
き
も
し
な
い
何
か

を
拾
う
畑
で
あ
る
。
十
字
架
に
つ

け
ら
れ
た
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
は
、

家
作
り
が
捨
て
て
し
ま
っ
た
不
要

な
石
で
あ
る
が
、
私
た
ち
は
こ
の

方
を
要
石
と
し
て
拾
う
者
で
あ

る
。
イ
エ
ス
様
こ
そ
私
た
ち
に
と
っ

て
の
落
ち
穂
か
も
し
れ
な
い
。

　
こ
う
し
て
キ
リ
ス
ト
と
い
う
落

ち
穂
を
拾
う
者
た
ち
が
集
ま
っ
た

教
会
は
、
今
度
は
ま
た
誰
か
に

落
ち
穂
を
拾
わ
せ
る
こ
と
の
で
き

る
フ
ィ
ー
ル
ド
に
な
っ
て
い
け
る

の
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ひ
と
り
が

落
と
す
穂
で
は
余
り
に
も
小
さ
い

が
、
あ
る
人
数
の
者
が
集
ま
る
教

会
の
落
と
す
落
ち
穂
は
、
誰
か
を

助
け
得
る
も
の
と
な
る
。

　
レ
ビ
記
19
・
9
に
「
穀
物
を
収

穫
す
る
と
き
に
は
、
畑
の
隅
ま
で

刈
り
尽
く
し
て
は
な
ら
な
い
」
と

あ
る
が
、
教
会
も
教
区
・
教
団
も

刈
り
尽
く
し
て
し
ま
う
「
畑
」
に

な
っ
て
し
ま
っ
て
は
い
な
い
だ
ろ

う
か
。

　
過
日
の
宣
教
方
策
会
議
に
お
い

て
、
教
団
が
ど
う
い
う
教
会
に
な

り
た
い
の
か
、
そ
の
ビ
ジ
ョ
ン
が

ほ
し
い
と
の
声
が
幾
つ
も
あ
が
っ

た
。
落
ち
穂
を
拾
う
者
で
あ
る
か

ら
こ
そ
、
ま
た
誰
か
に
も
落
ち
穂

を
拾
わ
せ
て
あ
げ
ら
れ
る
よ
う

な
、
そ
ん
な
教
会
で
あ
り
た
い
。

（
関
東
教
区
議
長
）

教区議長コラム
♦　関東教区　♦ 

福島　純雄

落
ち
穂
拾
い

森
分
直
樹
氏
（
隠
退
教
師
）

　
20
年
2
月
11
日
逝
去
、
78

歳
。
福
岡
県
生
ま
れ
。
71
年

関
西
学
院
大
学
大
学
院
卒

業
。
68
年
よ
り
関
西
学
院
、

八
幡
浜
、
別
府
教
会
を
牧
会

し
、16
年
隠
退
。
遺
族
は
妻
・

森
分
美
和
子
さ
ん
。

原
　
忠
和
氏
（
隠
退
教
師
）

　
20
年
2
月
15
日
逝
去
、
86

歳
。
台
湾
・
台
北
市
生
ま
れ
。

58
年
同
志
社
大
学
大
学
院
卒

業
。
同
年
よ
り
浪
花
、今
治
、

伊
予
小
松
、
大
津
、
京
都
、

南
大
阪
、
大
阪
生
野
教
会
を

牧
会
し
、
09
年
隠
退
。
遺
族

は
妻
・
原
善
子
さ
ん
。

伊
藤
盛
一
氏
（
隠
退
教
師
）

　
20
年
2
月
24
日
逝
去
、
82

宣
教
師
へ
の
医
療
費
な
ど
の
支
援
を
検
討

▼
世
界
宣
教
委
員
会
・
国
際
関
係
委
員
会
▲

　
2
月
10
日
、
第
3
回
世
界

宣
教
委
員
会
並
び
に
国
際
関

係
委
員
会
を
教
団
事
務
局
で

開
い
た
。

　
ア
ジ
ア
、
北
米
、
南
米
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
派
遣
さ
れ
て

い
る
宣
教
師
報
告
を
も
と

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
状
況

を
確
認
し
た
。
宣
教
師
た
ち

は
、
異
な
っ
た
文
化
や
言

語
、
地
域
性
、
そ
し
て
政
治

状
況
の
中
で
奮
闘
し
て
い
る

た
め
、
当
委
員
会
と
し
て
も

出
来
る
限
り
柔
軟
に
対
応
で

き
る
よ
う
に
支
援
し
た
い
。

　
今
委
員
会
で
は
特
に
、
ピ

ラ
ポ
自
由
メ
ソ
ジ
ス
ト
酒
井

兄
姉
記
念
教
会
パ
ラ
グ
ア
イ

の
江
原
有
輝
子
宣
教
師
を
迎

え
、
詳
細
な
報
告
を
受
け

た
。
1
9
6
0
年
代
の
日
本

人
入
植
か
ら
現
在
に
至
る
ま

で
の
歴
史
、
現
状
、
宣
教
活

動
は
、
私
た
ち
の
教
団
が
海

外
に
宣
教
師
を
派
遣
す
る
意

義
を
再
認
識
さ
せ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
ピ
ラ
ポ
教
会
会
員

手
作
り
の
手
鞠
を
お
土
産
と

し
て
い
た
だ
き
、
当
委
員
会

か
ら
は
ヒ
ム
プ
レ
ー
ヤ
ー
を

贈
呈
し
た
。

　
ま
た
、
各
宣
教
師
へ
の
医

療
、
緊
急
、
語
学
研
修
費
に

つ
い
て
検
討
し
、
新
た
に
派

遣
さ
れ
る
宣
教
師
に
つ
い
て

は
人
間
ド
ッ
ク
の
費
用
を
補

助
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
限

ら
れ
た
予
算
の
範
囲
内
で
は

あ
る
が
、
少
し
で
も
具
体
的

な
支
援
と
な
り
、
宣
教
の
活

力
と
な
る
も
の
と
期
待
し
て

い
る
。

　
総
務
部
へ
の
人
事
異
動
の

た
め
、
当
委
員
会
担
当
職
員

が
1
名
減
と
な
っ
た
。
こ
れ

か
ら
の
委
員
会
運
営
に
支
障

が
生
じ
た
り
、
各
宣
教
師
へ

の
必
要
な
支
援
や
、
各
国
の

キ
リ
ス
ト
教
関
係
諸
団
体
と

の
交
流
が
滞
っ
た
り
す
る
こ

と
が
決
し
て
無
い
よ
う
に
知

恵
を
絞
り
た
い
。
教
団
全
体

の
経
済
的
な
厳
し
い
現
実
は

あ
る
に
し
て
も
、
世
界
へ
開

か
れ
た
教
団
で
あ
り
続
け
る

こ
と
の
重
要
性
に
つ
い
て
、

少
し
で
も
多
く
の
方
々
に
理

解
し
て
も
ら
い
た
い
と
願
っ

て
い
る
。

（
近
藤
　
誠
報
）

と
す
る
と
、
阿
部
教
師
を
正

教
師
と
し
て
登
録
す
る
た
め

に
は
、教
規
1
2
4
条
の「
教

区
総
会
の
議
決
を
経
て
按
手

礼
を
領
す
る
」
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
が
、
そ
の
場
合

の
「
教
区
総
会
の
議
決
」
と

は
、
同
教
師
が
1
9
7
9
年

5
月
29
日
に
福
音
主
義
教
会

連
合
で
受
け
た
「
按
手
」
を

関
東
教
区
総
会
が
正
式
な
按

手
と
し
て
認
め
る
と
い
う
議

決
で
も
可
能
な
の
で
し
ょ
う

か
。

　
そ
れ
と
も
、
教
団
信
仰
職

制
委
員
会
「
教
憲
教
規
の
解

釈
に
関
す
る
答
申
集
」
76

（
1
9
8
3
年
9
月
1
日
12

日
付
け
の
答
申
「『
福
音
主

義
教
会
連
合
』の
按
手
礼
は
、

教
憲
教
規
に
よ
る
正
規
の
手

続
を
経
て
な
さ
れ
た
も
の

で
は
な
い
」）
に
従
い
、
た

と
え
関
東
教
区
総
会
が
当
該

「
按
手
」
を
認
め
た
と
し
て

も
そ
れ
は
上
記
答
申
76
の
答

申
に
反
し
た
も
の
と
し
て
無

効
で
し
ょ
う
か
。

《
答
申
》

1
．
に
つ
い
て

　
満
た
し
て
い
ま
す
。

2
．
に
つ
い
て

　
可
能
で
す
。

　
た
だ
し
「
教
憲
教
規
の
解

釈
に
関
す
る
答
申
集
」
76
で

指
摘
さ
れ
て
い
る
通
り
、
福

音
主
義
教
会
連
合
の
教
師
検

定
試
験
は
教
規
に
よ
る
正
規

の
手
続
き
を
経
た
も
の
で
は

な
く
、
福
音
主
義
教
会
連
合

が
按
手
礼
を
執
行
し
た
こ
と

は
教
規
違
反
に
あ
た
り
ま

す
。
し
か
し
、
当
時
の
教
団

の
教
師
検
定
試
験
は
、「
さ

ま
ざ
ま
な
立
場
の
切
り
捨
て

が
お
こ
ら
な
い
よ
う
な
方

法
で
」
と
い
う
基
準
を
含
む

特
殊
な
歴
史
的
事
情
、再
按
手
は
さ
け
る
べ
き

▼
信
仰
職
制
委
員
会
▲

い
わ
ゆ
る
二
重
基
準
に
よ
っ

て
行
わ
れ
て
お
り
、「
教
団

信
仰
告
白
」
が
基
準
で
あ
る

こ
と
が
明
確
に
さ
れ
て
お
ら

ず
、
こ
の
こ
と
は
教
憲
違
反

に
問
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。
な
お
、
2
0
0
2
年

に
「
信
仰
告
白
を
基
準
と
し

て
教
師
検
定
試
験
を
行
う
」

と
の
常
議
員
会
決
議
が
な
さ

れ
た
こ
と
に
伴
い
、
こ
の
状

態
は
解
消
さ
れ
て
い
ま
す

が
、
こ
の
間
に
福
音
主
義
教

会
連
合
に
よ
っ
て
行
わ
れ
た

教
師
検
定
試
験
、按
手
礼
は
、

こ
の
よ
う
な
教
規
違
反
、
教

憲
違
反
が
混
在
す
る
特
殊
な

歴
史
的
事
情
の
も
と
で
な
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
認

識
す
べ
き
で
す
。

　
阿
部
教
師
は
、
2
0
1
8

年
秋
季
正
教
師
検
定
試
験
を

受
験
し
合
格
し
て
、
教
団
の

正
教
師
検
定
合
格
者
と
し
て

第
41
回
教
団
総
会
に
お
い
て

す
で
に
承
認
さ
れ
て
い
る
の

で
、
正
規
の
手
続
き
を
経
て

い
る
と
認
め
ら
れ
ま
す
。
ゆ

え
に
、
当
該
教
区
で
教
区
総

会
の
議
決
を
経
て
按
手
礼
を

領
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

し
か
し
、
按
手
は
聖
礼
典
で

は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
聖
霊
の

ご
支
配
に
よ
る
聖
な
る
出
来

事
と
し
て
重
ん
じ
ら
れ
る
べ

き
で
あ
り
、
再
按
手
は
さ
け

る
べ
き
と
理
解
し
ま
す
。

　
当
該
教
師
は
1
9
7
9
年

に
福
音
主
義
教
会
連
合
で
按

手
を
受
け
て
お
り
、
そ
の
按

手
礼
は
教
団
信
仰
告
白
の
も

と
で
行
わ
れ
た
こ
と
、
教
団

教
憲
教
規
に
従
う
誓
約
が
な

さ
れ
た
こ
と
に
つ
い
て
は
、

当
委
員
会
で
も
確
認
し
ま
し

た
。
た
だ
し
、
こ
れ
を
も
っ

て
教
団
の
正
式
な
按
手
と
す

る
に
は
、「
教
規
違
反
、
教

憲
違
反
が
混
在
す
る
特
殊
な

歴
史
的
事
情
」
を
直
視
し
、

悔
い
改
め
、
二
度
と
そ
の
よ

う
な
混
乱
状
態
を
生
じ
さ
せ

な
い
と
い
う
強
い
決
意
が
必

要
で
す
。

（
田
村
　
博
報
）

　
補
教
師
登
録

桐
藤
　
薫

（
2
0
2
0
・
2
・
22
受
允
）

　
正
教
師
登
録

柴
田
安
子

（
2
0
2
0
・
2
・
22
受
按
）

　
教
師
異
動

伊
丹
　
　
辞（
主
）堀
　
　
剛

　
〃
　
就（
代
）西
澤
他
喜
衛

涌
谷
　
　
解（
主
）瀧
澤
雅
洋

　
〃
　
　
就（
代
）布
田
秀
治

千
葉
台
湾
辞（
主
）鍾
　
毅
勳

江
刺
　
　
辞（
主
）邑
原
宗
男

神
戸
聖
愛
辞（
担
）林
　
美
恩

岩
沼
　
　
辞（
主
）古
屋
博
規

鹿
島
栄
光
就（
代
）内
藤
智
基

桜
美
林
大
学辞（

教
）井
上
大
衞

　
教
師
隠
退

坂
井
賢
治
、
邑
原
宗
男
、

中
村
政
雄
、
古
屋
博
規
、

片
柳
貞
實

　
教
師
退
任

上
田
好
春

　
教
会
離
脱

木
造

屋
、
新
津
、
小
石
川
明
星
、

八
王
子
め
じ
ろ
台
、
米
沢
明

星
、
飯
坂
教
会
を
牧
会
し
、

03
年
隠
退
。
遺
族
は
娘
・
村

山
め
ぐ
み
さ
ん
。
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内
本
さ
ん
は
、
結
婚
す
る
時
に

父
親
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ
れ
た
大

正
15
年
発
行
の
文
語
訳
聖
書
を
今

で
も
大
切
に
持
っ
て
い
る
。
そ
の

聖
書
に
は
林
幸
金
と
サ
イ
ン
が
し

て
あ
る
。そ
れ
は
年
に
一
〜
二
回
、

大
阪
か
ら
金
沢
の
自
宅
を
訪
ね
て

く
れ
た
林
牧
師
が
、
父
に
贈
っ
た

も
の
だ
っ
た
。
林
牧
師
は
、
内
本

さ
ん
が
結
婚
し
て
か
ら
も
時
々
自

宅
を
訪
ね
て
祈
っ
て
く
れ
た
。

　
父
は
洗
礼
に
ま
で
は
至
ら
な

か
っ
た
が
古
い
慣
習
に
と
ら
わ
れ

ず
、
娘
を
北
陸
女
学
校
付
属
幼
稚

園
（
現
北
陸
学
院
第
一
幼
稚
園
）

に
入
園
さ
せ
た
。
そ
こ
で
初
め
て

内
本
さ
ん
は
聖
書
の
御
言
葉
に
触

れ
、
讃
美
歌
を
歌
い
、
祈
る
こ
と

を
知
っ
た
。昭
和
16
年（
1
9
4
1

年
）、
日
本
が
戦
争
に
突
入
し
て

い
く
中
で
、
ク
リ
ス
マ
ス
に
聖
誕

劇
を
し
た
こ
と
や
旧
約
聖
書
の
ヨ

ナ
の
劇
を
し
た
こ
と
を
今
で
も
よ

く
覚
え
て
い
る
。
ま
た
幼
稚
園
の

時
に
文
語
訳
で
覚
え
た
ヨ
ハ
ネ
伝

3
章
16
節
は
今
で
も
愛
唱
聖
句

だ
。

　
結
婚
し
、
夫
に
教
会
の
こ
と
を

相
談
し
た
が
、
我
が
家
は
代
々
日

蓮
宗
だ
か
ら
と
言
わ
れ
断
念
。
し

か
し
、
日
々
の
生
活
の
中
で
、
苦

し
い
時
、
悲
し
い
時
、
嬉
し
い
時

に
は
自
然
と
祈
っ
て
い
た
。
そ
れ

は
幼
稚
園
、
中
学
、
高
校
と
北
陸

学
院
に
通
う
中
で
身
に
つ
い
た
も

の
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　
夫
に
先
立
た
れ
た
後
、
自
宅
で

開
い
て
い
た
料
理
教
室
に
通
っ
て

い
た
方
に
教
会
の
ク
リ
ス
マ
ス
礼

拝
に
誘
わ
れ
、
何
十
年
か
ぶ
り
に

出
席
し
た
。
そ
の
時
、
ま
る
で
故

郷
に
帰
っ
た
よ
う
に
心
が
安
ら

ぎ
、
喜
び
が
溢
れ
た
。

　
そ
の
後
、
自
宅
に
牧
師
を
招
い

て
家
庭
集
会
を
行
う
よ
う
に
な
っ

た
。
3
年
が
過
ぎ
た
頃
に
洗
礼
の

決
意
が
与
え
ら
れ
、
2
0
1
7
年

4
月
の
イ
ー
ス
タ
ー
に
80
才
で
受

洗
し
た
。
幼
き
頃
に
蒔
か
れ
た
福

音
の
種
は
、
長
い
時
を
経
て
成
長

し
花
開
い
た
。
主
が
そ
の
時
を
何

十
年
も
待
っ
て
く
だ
さ
り
、
林
牧

師
を
は
じ
め
、
多
く
の
方
々
が
祈

り
導
い
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
を
、

内
本
さ
ん
は
心
か
ら
感
謝
し
て
い

る
。

内本　悦子さん

主は待っておられた

石川県金沢市出身、小松教会員

　梅花学園の歴史は、山口
県から神戸に出てきた一
人の青年が、アメリカン
ボードのD.C.グリーン宣
教師と出会ったことから
始まります。その青年の名
は澤山馬之進といい、1852
年（江戸時代）に長州（山
口県）吉敷の下級武士の家
に生まれ、郷校「憲章館」
で中国の古典や武道を学
びました。
　1866 年、澤山が 14 歳の
時に、長州戦争があり澤山
は吉敷隊の鼓手として出陣し、その
時に近代的装備を持つ長州軍が圧倒
的な勝利を収めるのを目の当たりに
しました。その時に澤山は洋学を学
ぼうと決意します。明治維新が起
こった 2 年後の 1870 年に、澤山は
洋学を学ぶために、兵庫県副知事の
内海忠勝（元吉敷隊隊長）を頼って
神戸に出てきました。欧米を視察し
ていた内海忠勝は、洋学を修めるた
めには英語の習得が必要として、神
戸で宣教活動をしていたグリーン宣
教師を紹介します。澤山がグリーン
宣教師の自宅兼教会に通ううちに、
グリーン宣教師は彼の非凡な素質と
恵まれた精神力を見出し、アメリカ
でさらに勉学を深めることができる
ように澤山を説得します。イリノイ
州エバンストンに住むグリーン宣教
師の兄サミュエル・グリーンに澤山
を紹介し、兄の家からノースウエス
タン工科大学予科で勉強できるよう
に手配し、澤山は 1872 年に渡米し
ます。
　澤山はサミュエル・グリーンの家
族と生活を共にして、教会に通うう
ちにキリスト教への信仰を深め、エ
バンストン第一教会でパッカード牧
師により、受洗しています。
　1875 年 に 日 本 で 宣 教 し て い た
H.H.レビット宣教師が帰米して、
澤山に出会い日本へのキリスト教布
教を強く勧めます。澤山は日本伝道
を決意し、残り 1 年の留学期間を聖
書の学習にあて、名前を使徒パウロ
にちなんで「保羅」と改めました。

1876 年の夏に帰国し、大阪の松村
診療所で通訳として働き始めます。
　松村診療所は、梅本町教会の宣教
医アダムズが、梅本町教会の信者の
日本人医師や薬剤師と共に心斎橋筋
高麗橋通り角に開き、医療と伝道の
場としました。梅本町教会（現大阪
教会）は、大阪で最初に創立された
会衆派教会です。その 1 年後に松村
診療所の日本人スタッフや信者が中
心となり独立自給の浪花教会を設立
し、この教会で澤山は新島襄から按
手礼を受けて初代牧師となります。
　1877 年 10 月に梅本町教会と浪花
教会の信者の間で女学校設立の話が
持ち上がりました。1878 年 1 月に
梅花女学校（梅本町公会の梅と、浪
花教会の花から名前をとった）が大
阪府の許可を受け開校しました。特
筆すべきは浪花教会と同じく日本人
信者による自治独立の力で女学校が
設立されたことです。成瀬仁蔵と小
泉敦の 2 名の日本人教師、レビット
宣教師とスティーブン女史の 2 名の
アメリカ人教師、15 名の生徒で発
足しました。
　澤山はキリスト教主義を建学の
精神に掲げ、女学校の理事的立場で
リーダーシップを発揮しました。発
足の翌年（1879 年）にコルビー宣
教師を専任宣教師として迎えること
により、教育内容を飛躍的に向上す
ることができました。コルビー宣教
師はマウントホリヨークを卒業し教
員生活を経て、アメリカンボードの
宣教師募集に応募したのです。梅花

女学校の学科課程はマウントホリ
ヨークを範とし、リベラルアーツの
全人教育を実践しました。コルビー
宣教師の指導により、独立、倹約、
忍耐、奉仕などマウントホリヨーク
の精神が女学校に生かされました。
教師も生徒も一生懸命に勉強し、多
くの人々の献身的な努力により梅花
女学校は発展していくことができま
した。
　梅花女学校創立に関わった成瀬仁
蔵は、澤山保羅と同郷で、「憲章館」
の 6 年年下の後輩でした。憲章館を
卒業して山口県教員養成所へ進み、
その後に小学校の教員をしていまし
たが、自己の信念に基づく新しい教
育をしたいという夢を持っていまし
た。1877 年夏に郷里に戻っていた
澤山と運命的な出会いをします。
　成瀬は、澤山から大阪で女学校を
作るという構想があるということ
や、アメリカに留学した話を聞き感
動します。澤山を追いかけて大阪に
出て、キリスト教にもすぐに共感し
て洗礼を受けています。梅花女学校
の設立が決定すると、すぐに校舎に
使用する借家を探し出し、開校に必
要な校則、諸規則を作成しました。
専任の教師としてだけではなく、教
材の準備や学校のすべての事務を引
き受け、校舎の管理まで一人で行っ
ていました。このような成瀬の奮闘
のおかげで、1 年後には専用の校舎
を取得することができ、生徒も順調
に集まるようになりました。ただ校
舎を取得しても、改修が必要であり、
多額の負債が残りました。
　その負債を解消するために、奈良

の富豪から寄付を受けたのですが、
自給自立精神を貫こうとしていた成
瀬はそれを許すことができず女学校
を辞職して、キリスト教の布教に専
念することになります。新潟に布教
に向かった時に、かの地で女学校の
設立に関わることになるのですが、
やはり大阪とは事情が違い大変な苦
労をすることになります。
　自分の力の限界を感じた成瀬は、
1890 年に新しい教育の姿を求めて
渡米します。アメリカではアンドー
ヴァー神学校・クラーク大学で学び、
各地の大学・カレッジ・師範学校を
訪問し、同時に教会、社会施設、工
場の女子労働などを視察して見聞を
広めました。1894 年に帰国し、そ
の後すぐに梅花女学校で校長として
復帰します。成瀬は留学で得たアメ
リカ流の教育を梅花女学校に取り入
れ、さらに発展させることができま
した。
　成瀬は女学校での成功をもとにさ
らなる高等教育機関である女子大学
の設立をめざそうとしました。しか
し創立以来 20 年を経た女学校の体
質を変えることは容易なことではあ
りません。梅花女学校での女子大
学設立を諦めた成瀬は 1896 年に女
学校を辞し大学設立に奔走します。
1901 年に成瀬は政財界の有力者や
多くの人々の援助を得て、女子総合
大学の先駆け「日本女子大学校（現
日本女子大学）」を東京で開校しま
す。澤山から成瀬に受け継がれた篤
い思いが社会を動かし、女子教育の
新たな道が開かれたのです。

（Kyodan Newsletterより）

澤山保羅　　　　　　成瀬仁蔵

　　　　2020年教区総会日程　（3月19日現在）
教区 会期 会場 問安使

北　海 4月29日（水）10:00
　〜30日（木）15:30 札幌北光教会 雲然俊美

奥　羽 5月19日（火）12:30
　〜20日（水）15:45

奥羽キリスト教セ
ンター 石橋秀雄

東　北 5月26日（火）13:00
　〜27日（水）16:00

仙台青葉荘教会
東北教区センター・エマオ 久世そらち

関　東 5月27日（水）10:00
　〜28日（木）16:00

大宮・ソニックシティ
小ホール 雲然俊美

東　京 5月26日（火）10:00
　　　　　〜19:00 富士見町教会 石橋秀雄

西東京 5月24日（日）15:00
　〜25日（月）17:00 阿佐ヶ谷教会 雲然俊美

神奈川 6月27日（土）10:00
　　　　　〜16:00 清水ヶ丘教会 秋山　徹

東　海 5月26日（火）13:00
　〜27日（水）15:30 池ノ平ホテル 秋山　徹

中　部 5月26日（火）13:00
　〜27日（水）13:30 名古屋中央教会 雲然俊美

京　都 5月18日（月）10:00
　〜19日（火）15:00 平安教会 久世そらち

大　阪 5月 4日（月）10:30
　〜 5日（火）17:00

大阪女学院ヘール
チャペル 久世そらち

兵　庫 5月17日（月）16:00
　〜18日（火）18:00 神戸教会 秋山　徹

東中国 5月25日（月）13:00
　〜26日（火）15:00 岡山教会 久世そらち

西中国 5月19日（火）13:30
　〜20日（水）16:00

ホテルチューリッヒ
東方2001 秋山　徹

四　国 4月29日（水）13:00
　〜30日（木）15:00

ホテルグランフォーレ
（四国中央市） 石橋秀雄

九　州 5月 5日（火）9:30
　〜 6日（水）15:00

九州キリスト教
会館 石橋秀雄

沖　繩 5月24日（日）16:30
　〜25日（月）17:00

沖縄キリスト教セ
ンター

石橋秀雄
秋山　徹

自治独立の力で開かれた女子教育の新たな道

安田　行秀
（梅花学園資料室）

梅花学園の二人の創設者　　　
澤山保羅と成瀬仁蔵
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